
 

 

 

公益財団法人国際茶道文化協会 事業計画書 

（令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで） 

 

 

■今年度の事業方針 

 

当協会は、設立以来、日本の伝統文化であり、深い精神性をもつ茶道をもって世界平

和のために貢献し、国際文化交流に資することを目的に、数々の事業活動を行ってきて

いる。 

令和５年度においては、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じつつ、茶会の開催を 

含めた対面の行事を再開していく。また、引き続きオンラインを活用した取り組みを充

実させる等、既存事業の実施状況を精査して事業の再構築に取り組む。 

 

 

■事 業 内 容 

 

１．世界各国への茶道の普及及び紹介（公１・定款第４条第１項第１号の事業）  

 

  ア．国際交流のための茶会の開催  

在日外国人の方々が茶道を体験することを通じて、日本文化を理解する機会を提

供するとともに、日本人参加者との相互交流を図るため、３回の茶会を開催する。  

 

（１）“茶の湯インターナショナル”開東閣茶会  

 

期 日 令和５年５月１６日（火） 

場 所 品川開東閣 

茶 席 立礼席 ２席 

参加者数 １４４名（在日大使館関係者等外国人招待者約３０名を含む） 

 

（２）桜の茶会（名称検討中） 

 

      例年４月に開催しているが、他の行事との間隔を考慮し、当年度は次の  

とおり時期を変更する。 

期 日 令和５年１０月１２日（木） 

場 所 ホテルニューオータニ東京 

 

（３）歳末茶会 

 

      例年１２月に「“茶の湯インターナショナル”歳末チャリティー茶会」として 

      開催しているが、当年度においては、「歳末茶会」として開催する。 

期 日 令和５年１２月 

場 所 都内茶室 

 

  

イ．外国人への茶道紹介の実施 

  来日した外国人が茶道に対する理解を深めるため、お茶の点て方、飲み方などを

英語で紹介する茶道デモンストレーション及び呈茶・茶道体験を行う。  



 

 

 

 

２．茶道を通じた国際文化交流のための人材育成（公１・定款第４条第１項第２号の事業） 

 

  ア．茶の湯文化学講座“青山グリーンアカデミー”  

   日本の伝統文化である茶道について理解を深めることを目的に、茶道に関わる  

   様々な分野から、大学教授・研究者、美術館・博物館の学芸員、工芸作家、茶道  

教授者等を講師に招いて、次の６講座を開講する。 

尚、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実技講座は実施せず、すべて Zoom

ウェビナーを用いたオンライン開催とする。  

   

  前 期 第８０期（令和５年４月～９月） 

  後 期 第８１期（令和５年１０月～令和６年３月） 

  会 場 茶道裏千家東京茶道会館他 

  講 座 茶の湯文化学講座、茶の湯の美講座、茶の湯概論講座、茶の湯茶  

  書講座、茶席の禅語講座、消息を読む講座                  

  受講者数 第８０期４８０名・第８１期５５０名 

    

  イ．英語茶道教室 

   外国人へ茶道を紹介・解説できるだけの高度な英語力を身につけることを目的に、 

   次のとおり実施する。 

    

前期４月～９月、後期１０月～翌年３月 

会 場 茶道裏千家東京茶道会館 

  講座と講師 

コース レベル 
回数 

受講期間 
実施日 講 師 

A 初級 
月２回 

1 年間 

月 

水 

金 

土 

川口宗雅氏 

青井宗良氏 

保科宗眞氏 

川口宗陽氏 

B 中級 
月２回 

２年間 

月 

水 

金 

土 

東宮宗洋氏 

小竹森宗啓氏 

川島宗博氏 

住友宗喜氏 

C 上級 
月１回 

２年間 

月 

水 

金 

土 

東宮宗洋氏 

小竹森宗啓氏 

川島宗博氏 

住友宗喜氏 

     

受講者数 前期・後期それぞれ１００名 

            この他、前期・後期それぞれ２０名が見学予定。 

               

  ウ．銀座茶室「慶庵」での講座等の開催 

初心者が気軽に茶道に触れられる講座や、外国人へ茶道を紹介・解説可能な茶道 

実技及び語学力の習得を目的とした講座等を実施する。 

       

   

 



 

 

 

エ．国際茶道文化講座 

国際的に活躍されている方を講師に招き、『これからの国際社会における茶道』を  

考える特別講座を実施する。 

    

   時 期 令和６年２月または３月（予定） 

   会 場 茶道裏千家東京茶道会館 

   受講者数 ８０名（会場受講とオンライン配信のハイブリッド形式） 

   内 容 講演と呈茶 

 

 オ．研修ツアー 

   当面開催を見送る。 

 

  カ．講座関連書籍の頒布 

   講義内容の理解を深めるため、希望者に、講義内容に関連する参考書籍を、実費  

   又は割引価格で頒布する。 

 

 

３．茶会・セミナー等の国際的な茶道文化事業への支援（公 1・定款第４条第１項第３号の 

   事業） 

 

  ア．国際茶会への賛助会員の派遣  

   他団体と共催して、裏千家の外国人茶道研修者による茶道デモンストレーション  

並びに呈茶を通して国際相互交流を深める国際茶会を開催し、職員及び賛助会員 

を派遣してきたが、他共催団体と今後の開催について検討中。 

 

  イ．国際的な茶道文化行事への募集協力  

茶道を外国人に英語で正しく紹介するための研修である裏千家茶道国際セミナー  

等の国際交流行事の参加者募集に協力する。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

■管理業務 

 

 １．会 議 

 

ア．理事会 

      令和５年度第１回理事会 令和５年５月２４日（水） 

      令和５年度第２回理事会 令和５年６月（決議の省略の方法による） 

令和５年度第３回理事会 令和６年３月 

 

 

イ．定時評議員会 

         令和５年度定時評議員会 令和５年６月１５日（木） 

 

 ２．賛助会員制度 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により活動が制限される中、賛助会員数が減少

しているが、茶会等対面事業の再開やオンラインの活用により、新規会員の入会

促進を図るとともに、会員継続維持を目指す。 

 

 ３．広報活動 

 

裏千家のホームページリニューアルと連動して当法人ホームページのリニュー 

アルを行い、事業活動の周知に努める。 


